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1. 平成29年3月期第2四半期の連結業績（平成28年4月1日～平成28年9月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する四
半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期第2四半期 8,433 △1.9 350 △30.1 370 △27.6 239 △25.2
28年3月期第2四半期 8,595 3.6 501 32.5 511 29.8 320 36.3

（注）包括利益 29年3月期第2四半期 251百万円 （△21.9％） 28年3月期第2四半期 322百万円 （34.8％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

29年3月期第2四半期 68.84 ―
28年3月期第2四半期 92.04 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期第2四半期 9,532 6,697 70.3 1,924.79
28年3月期 9,545 6,483 67.9 1,863.46
（参考）自己資本 29年3月期第2四半期 6,697百万円 28年3月期 6,483百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年3月期 ― 0.00 ― 11.00 11.00
29年3月期 ― 0.00
29年3月期（予想） ― 11.00 11.00

3. 平成29年 3月期の連結業績予想（平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,685 0.9 697 △28.4 727 △27.3 476 △19.4 136.85



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく

四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期2Q 4,216,000 株 28年3月期 4,216,000 株
② 期末自己株式数 29年3月期2Q 736,550 株 28年3月期 736,550 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年3月期2Q 3,479,450 株 28年3月期2Q 3,479,462 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や日銀の金融緩和継続の効果もあり、企

業収益や雇用環境の改善等を背景に緩やかな回復基調で推移いたしました。 

しかしながら、アジア新興国をはじめとした海外景気の減速や英国のＥＵ離脱に加え、円高の進行や株価下落に

よる影響も懸念され、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。 

当社グループが拠点を構える北海道の経済におきましては、住宅投資が増加し、観光では北海道新幹線の開通効

果もあって来道者数が増加、個人消費も持ち直し、雇用情勢も着実に改善しております。 

医療業界におきましては、平成28年４月に診療報酬改定が実施され、医療費抑制等の社会的要請に対応するた

め、業界を取り巻く経営環境は依然として厳しく、中でも薬価の引き下げは大変厳しく、売上高及び利益面でマイ

ナスの影響を受けました。 

このような状況の下、当社グループは、医療機関の多様化するニーズに応えた営業活動を展開し、継続的な企業

価値の向上を実現すべく、各事業において新規顧客の獲得や新規調剤薬局店舗の開局、サービス品質の向上に取り

組んでまいりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高8,433百万円（前年同期比1.9％減）、営業利益350百万

円（同30.1％減）、経常利益370百万円（同27.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益239百万円（同25.2％

減）と減収減益になりました。 

 セグメントの業績は次のとおりであります。

① 臨床検査事業

 臨床検査事業におきましては、前期及び当期に獲得した新規顧客との取引が堅調に推移したことから売上高

2,775百万円（同1.0％増）と増収となりましたが、中長期的な経営計画に基づく人材、設備への投資を推し進

めたことからセグメント利益97百万円（同36.1％減）と前年同期を下回りました。

② 調剤薬局事業

 調剤薬局事業におきましては、新規に調剤薬局を２店舗開局しましたが、調剤報酬及び薬価改定による大き

な影響に加えて、中長期的な経営計画に基づく人材、設備への投資を推し進めたことから売上高5,171百万円

（同3.7％減）、セグメント利益432百万円（同18.8％減）と前年同期を下回りました。

③ 医療機器販売・保守事業

 医療機器販売・保守事業におきましては、売上高445百万円（同0.6％減）と前年同期を若干下回りました

が、利益につきましては、セグメント利益１百万円（前年同期はセグメント損失２百万円）となり前年同期を

上回りました。

④ その他の事業

 臨床検査システムのソフトウェア販売及び保守におきましては、売上高39百万円（前年同期比27.6％増）、

セグメント利益27百万円（同60.3％増）になりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は6,459百万円となり、前連結会計年度末に比べ101百万円減少

（前連結会計年度末比1.5％減）いたしました。これは主に現金及び預金が33百万円、商品が83百万円それぞれ増

加しましたが、受取手形及び売掛金が245百万円減少したことによるものであります。固定資産は3,072百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ87百万円増加（同2.9％増）いたしました。これは主に建設仮勘定が117百万円減少し

ましたが、建物及び構築物が206百万円増加したことによるものであります。

この結果、総資産は9,532百万円となり、前連結会計年度末に比べ13百万円減少（同0.1％減）いたしました。

（負債)

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は2,577百万円となり、前連結会計年度末に比べ221百万円減少

（同7.9％減）いたしました。これは主に賞与引当金が130百万円増加しましたが、支払手形及び買掛金が243百万

円、未払法人税等が64百万円、未払金が50百万円それぞれ減少したことによるものであります。固定負債は257百

万円となり、前連結会計年度末に比べ５百万円減少（同2.0％減）いたしました。これは主に役員退職慰労引当金

が３百万円、退職給付に係る負債が３百万円それぞれ増加しましたが、長期借入金が10百万円減少したことによる

ものであります。

この結果、負債合計は2,834百万円となり、前連結会計年度末に比べ226百万円減少（同7.4％減）いたしました。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は6,697百万円となり、前連結会計年度末に比べ213百万円増加（同

3.3％増）いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益239百万円及び剰余金の配当38百万円によ

るものであります。

- 2 -

札幌臨床検査センター株式会社(9776)　平成29年３月期　第２四半期決算短信



 

この結果、自己資本比率は70.3％となり、前連結会計年度末比2.4ポイント上回りました。

また、１株当たり純資産は1,924円79銭となり、前連結会計年度末比61円33銭増加いたしました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想につきましては、売上高、利益ともに順調に推移していることから、平成28年５月13日に公表いた

しました連結業績予想に変更はございません。

今後の業績への影響を見極めた上で、修正が必要と判断される場合には、お知らせいたします。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した

建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 この変更による当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第

１四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,068,238 3,101,675 

受取手形及び売掛金 2,861,980 2,616,645 

商品及び製品 446,987 530,024 

仕掛品 13,863 14,907 

原材料及び貯蔵品 50,730 52,434 

繰延税金資産 76,890 76,859 

その他 84,500 106,847 

貸倒引当金 △42,603 △39,895 

流動資産合計 6,560,588 6,459,499 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 1,860,598 2,095,363 

減価償却累計額 △1,254,840 △1,282,888 

建物及び構築物（純額） 605,758 812,475 

機械装置及び運搬具 41,421 38,745 

減価償却累計額 △36,968 △34,205 

機械装置及び運搬具（純額） 4,453 4,539 

工具、器具及び備品 2,482,799 2,537,012 

減価償却累計額 △2,087,475 △2,140,347 

工具、器具及び備品（純額） 395,324 396,665 

土地 1,045,852 1,045,852 

リース資産 67,019 61,903 

減価償却累計額 △34,012 △30,788 

リース資産（純額） 33,006 31,115 

建設仮勘定 117,180 － 

有形固定資産合計 2,201,574 2,290,648 

無形固定資産    

その他 119,294 112,526 

無形固定資産合計 119,294 112,526 

投資その他の資産    

投資有価証券 114,520 122,806 

長期貸付金 8,182 5,854 

長期前払費用 31,903 30,841 

差入保証金 287,687 278,316 

繰延税金資産 116,586 121,353 

その他 126,399 130,220 

貸倒引当金 △21,131 △19,975 

投資その他の資産合計 664,149 669,417 

固定資産合計 2,985,018 3,072,591 

資産合計 9,545,607 9,532,090 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,186,628 1,942,771 

短期借入金 22,022 20,004 

リース債務 12,345 12,641 

未払法人税等 217,936 153,688 

賞与引当金 113,046 243,526 

未払金 117,800 66,872 

その他 128,977 137,593 

流動負債合計 2,798,756 2,577,098 

固定負債    

長期借入金 13,316 3,314 

リース債務 24,032 21,835 

役員退職慰労引当金 53,517 57,221 

退職給付に係る負債 14,547 18,056 

長期未払金 151,386 152,002 

その他 6,224 5,352 

固定負債合計 263,025 257,781 

負債合計 3,061,781 2,834,879 

純資産の部    

株主資本    

資本金 983,350 983,350 

資本剰余金 1,015,270 1,015,270 

利益剰余金 4,983,810 5,185,062 

自己株式 △504,613 △504,613 

株主資本合計 6,477,816 6,679,069 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 6,009 18,141 

その他の包括利益累計額合計 6,009 18,141 

純資産合計 6,483,825 6,697,211 

負債純資産合計 9,545,607 9,532,090 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 8,595,892 8,433,387 

売上原価 5,960,948 5,900,627 

売上総利益 2,634,943 2,532,759 

販売費及び一般管理費 2,133,820 2,182,430 

営業利益 501,123 350,329 

営業外収益    

受取利息 667 495 

受取配当金 4,505 4,205 

受取賃貸料 14,874 24,313 

その他 16,035 18,882 

営業外収益合計 36,083 47,896 

営業外費用    

支払利息 900 752 

賃貸収入原価 19,884 24,635 

その他 4,522 2,279 

営業外費用合計 25,307 27,667 

経常利益 511,898 370,558 

特別利益    

固定資産売却益 296 23 

特別利益合計 296 23 

特別損失    

固定資産売却損 － 22 

固定資産除却損 2,072 2,805 

減損損失 4,878 － 

リース解約損 1,529 － 

特別損失合計 8,480 2,827 

税金等調整前四半期純利益 503,714 367,753 

法人税等 183,459 128,227 

四半期純利益 320,255 239,526 

親会社株主に帰属する四半期純利益 320,255 239,526 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 320,255 239,526 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,794 12,132 

その他の包括利益合計 1,794 12,132 

四半期包括利益 322,049 251,659 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 322,049 251,659 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 
（注） 

合計 
 

臨床検査
事業 

調剤薬局
事業 

医療機器
販売・保
守事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 2,747,076 5,369,108 448,423 8,564,607 31,284 8,595,892 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － 314,676 314,676 684 315,360 

計 2,747,076 5,369,108 763,100 8,879,284 31,968 8,911,253 

セグメント利益又は損失

（△） 
152,531 532,407 △2,842 682,096 17,411 699,507 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、臨床検査システムのソフトウェ

ア販売及び保守による収入を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 682,096  

「その他」の区分の利益 17,411  

セグメント間取引消去 5,262  

全社費用（注） △203,647  

四半期連結損益計算書の営業利益 501,123  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務部門等管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「調剤薬局事業」セグメントにおいて、応需病院の閉鎖に伴い閉店した土地建物の売却額が確定したこ

とにより、減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間において4,878千円であります。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 
（注） 

合計 
 

臨床検査
事業 

調剤薬局
事業 

医療機器
販売・保
守事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 2,775,814 5,171,737 445,909 8,393,461 39,926 8,433,387

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － 354,055 354,055 684 354,739

計 2,775,814 5,171,737 799,965 8,747,517 40,610 8,788,127

セグメント利益 97,541 432,551 1,238 531,331 27,906 559,237

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、臨床検査システムのソフトウェ

ア販売及び保守による収入を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 531,331  

「その他」の区分の利益 27,906  

セグメント間取引消去 3,722  

全社費用（注） △212,630  

四半期連結損益計算書の営業利益 350,329  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務部門等管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。 

４．報告セグメントの変更等に関する事項 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」

（実務対応報告書第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以

後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この変更による当第２四半期連結累計期間のセグメント損益に与える影響は軽微であります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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